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目的　
　訪問介護員が利用者理解に必要な情報を介護を通じて把握することを測る尺度の開発を第一の目的とし,この利用者理解の水準が訪問介護の援助力に影響することの検証を第二の目的にした.
方法
　訪問介護員503人を対象に質問紙調査を行い,有効回答301件(53%)を分析した. 探索的因子分析によって得られた４因子11項目を,２次因子の測定モデルにして確認的因子分析を行った. 尺度の２次因子がヘルパーのニーズ把握と計画力に影響するという因果モデルを検討した.
結果
　確認的因子分析の結果,尺度の適合度は良く,職務満足感など外的基準は有意な相関を示し,一定の妥当性が認められた.信頼性はα係数.900で十分な値であった. 因果モデルの適合度も良く, 介護を通じた利用者理解は,援助力に.76で影響していた.　　　
考察
　因果関係のパス係数は大きく,介護を通じた利用者理解の水準が援助力に影響することが示唆された.
[標題を入れて413字、本文388字]
＜学会誌による英文語数　２００語＞
＜参考にして欲しい学術用語・表現＞
測定モデル　measurement model　　因果モデル  causal model
探索的因子分析 exploratory factor analysis
確認的因子分析 confirmatory factor analysis
適合度指標 fit index
外的基準　 external criterion　　　　相関　correlation
妥当性  validity　　　　　　　　　　信頼性 reliability
訪問介護員　home helper
α係数　　coefficient alpha　　　　　パス係数　path coefficient
